
佐渡市地域振興部 移住交流推進課

課長 西牧 孝行

佐渡市における「二地域居住促進」の定義について

全国二地域居住等促進官民連携プラットフォーム
第５回専門部会（負担軽減、登録・地域関与）

2025年８月22 日（金）13:00～15：00



ADDress新潟佐渡Ｄ邸：新潟大学教授ご自宅（佐渡市紹介）
ADDress新潟佐渡Ｅ邸：Hostel Perch（佐渡市紹介）
ADDress新潟佐渡Ｆ邸：ゲストハウス華屋（自主応募物件）
ADDress新潟佐渡Ｇ邸：重伝建地区宿根木古民家（佐渡市整備物件）

佐渡市における
稼働中の
ADDress

佐渡市×㈱アドレス 関係・交流人口の拡大による地域活性化
（2021年10月23日 締結）

二地域居住を促進するための連携協定(2021年度～)

佐渡市×Airbnb Japan㈱
二地域居住・長期滞在の推進
（2024年8月8日 締結）

都会と地方の人口を
シェアする・・・
観光では味わえない
「佐渡の日常」を体験
する新たな取組み。

※TURNSより

ADDress滞在者と
地域の方々をつなぎ
たいという気持ちは強
く持ってます。



佐渡市における社会動態について

（※）市民課への届出実績件数

• 転入者のうち移住者は525名/年、コロナ禍のR4年度をピークに減少し、R6年度は500名/年を切ったが、Uターン
者はR5年度まで増加し、R6年度に初めて▲7％となり、Iターン者は▲41％と大きく減少。

• 移住3年後の定着率は67％となり、再転出の約70％はIターン者となっている。
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～15歳 ～22歳 23歳～29歳 30代 40代 50代 60代 70代以上

▲218



移住体験住宅で二地域居住
により起業準備へ！

中村 隼さん
準グランプリを
獲得！長期にわたり海外でエンジニア

として活躍する。帰国後、
佐渡での起業を目指す！

佐渡ビジネスコンテスト2025
へ出場！

地元集落をはじめ地元企業、佐渡での先輩起業家等との
関係性を構築するための環境を提供

佐渡市では「起業成功率№１の島」を目指して、誰もがチャレンジできる環境を創出し、起業家の成長と
定着を促進していたが・・・

■佐渡での雇用と定着が課題！ ■進出企業における役員や東京在住社員も気軽に佐渡で働ける環境を求めている！

二地域居住による起業事例

二地域居住による起業から事業拡大、そして定着へ！



「住み、暮らし、働き続ける」仕組みや二地域居住による豊かな暮らしと働き方を構築すると

ともに、地域にとって必要な専門人材等の確保と定着を図る。

佐渡市人財確保官民連携協議会の設立（2024年11月14日）

豊かに暮らし働く環境を創出するための体制を構築

都会では得られない「可処分所得・時間」で
豊かに暮らし働く環境を創出する！



二地域居住先導的プロジェクト実装事業

【応募主体】 佐渡二地域居住推進コンソーシアム 【佐渡市、（一社）佐渡共生推進機構、佐渡汽船㈱】

【事業概要】 離島における二地域居住を核としたエリア再生計画と離島航路運賃低廉化モデルの構築

地方と地方の二地域居住を核としたエリア再生計画の策定

夏 summer 冬 winter

「夏」における県内他
地域の事業拠点の

整備・運営

「冬」における佐渡の
事業拠点の整備・

運営

県内他地域の繁忙期佐渡の繁忙期



項 目 滞在基準（目安）

年 間 滞 在 日 数 30日以上

連 続 滞 在 日 数 ５日以上

二地域居住者の特定に向けた「佐渡市民カード」発行システム改修

佐渡市における二地域居住者の定義（案）

• 佐渡市は、有人国境離島法の適用を受けて、その航路運賃低廉化事業において、住民は航路運賃がJR在来線
並みまで低廉化されている。

• 住民に準ずる者の基準として、島出身大学生や移住体験住宅の利用者、介護帰省などが認められており、2025
年4月1日の改正で、「市町村長が関係人口拡大施策の一環として行う事業によって、特定有人国境離島地域に
おいて一定期間、市町村が策定する特定居住促進計画に基づく二地域居住又はそれに準ずる計画に基づくワー
ケーション等のために特定有人国境離島地域に来訪する者」が追加された。

有人国境離島法「航路運賃低廉化事業」の考え方に基づき二地域居住者を定義する

佐渡市における二地域居住者とは・・・

• 既存の二地域居住者
• 佐渡市に進出した企業の役員および社員
• 佐渡市内で活動する学生、副業人材、デジタルノマド
• 佐渡出身者・・・

or

活動基準を検討
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